
平成３０年度 市民生活部長の目標宣言 

 

部長メッセージ                市民生活部長  齋藤 浩人 

 市民の皆さんと接する機会の多い市民生活部の職員は、全員が常に迅速、正確、親切をモットーに質の高い

接遇を心掛けます。また、市民の皆さんからいただく様々なご相談やご意見、ご提案には真摯に対応し、行政運

営に役立てる橋渡しの役割を果たします。 

交通安全や防犯対策に、関係機関や市民の皆さんと連携・協働して取り組むことで、安全安心な市民生活を

支えていきます。 

住民自らが地域の課題解決に取り組む機運を高めるため、自治会を中心とした地域コミュニティ活動の支援

に力を入れるとともに、市民協働事業の活性化に取り組みます。 

市民文化会館は、機能保全に努めながら、本市の文化拠点として活用を図っていきます。 

部の主な役割 部を構成する課等 

・地域コミュニティ活動の支援、市民協働事業の推進 

・コミュニティセンター・市民活動サポートセンター運営 

・交通安全及び地域防犯活動の推進 

・市民文化会館の運営 

・人権啓発及び男女共同参画の推進 

・各種相談業務と広聴事業の推進 

・住民基本台帳・戸籍事務・個人番号カード交付事務 

市民協働課 

 

 交通防犯対策担当 

 市民文化会館担当 

人権・広聴相談課 

 

戸籍住民課 

 

部の取組方針 

１ 

【市民協働事業の活用を促進します】 

市民活動のさらなる活性化を目指し、市民提案型や行政提案型の協働事業を広く市民に普及・啓発

し、その活用を促進していきます。 

２ 

【くらし安心メールの充実に取り組みます】 

くらし安心メールのメニューの充実と情報量の増加を図ることで、登録者の増加につなげるとともに、より

市民の安全安心に寄与する利用価値の高いサービスとしていきます。 

３ 

【市民文化会館事業の充実に取り組みます】 

市民文化会館開館４０周年・伊勢原市制５０周年を迎えるに当たり、記念事業等の立案等ソフト事業の

充実に取り組みます。 

４ 

【人権啓発活動に取り組みます】 

社会情勢に応じて複雑・多様化する人権課題に対応した啓発活動に取り組みます。 

５ 

【マイナンバーカードの普及促進を図ります】 

マイナンバーカードの普及を促進するため、その利便性について周知・啓発に努めるとともに、戸籍住民

課窓口における申請補助など、きめ細かに対応していきます。 



 

具体的な取組と達成目標 

N0. 
取 組 名 

（担当課名） 
取 組 内 容  達 成 目 標  

1 

提案型協働事業の

推進による市民活

動の活発化 

（市民協働課） 

・市民提案型及び行政提案型の二つの

協働事業制度の普及・啓発による利用

促進を図り、市民活動の活発化を推進

します。 

 

・市民協働事業の実施件数目標：２０件 

 

2 

いせはらくらし安心

メール配信メニュー

の充実と登録者増 

（市民協働課 

交 通 防犯 対策 担

当） 

・いせはらくらし安心メールの配信メニュー

の充実を図り、登録者数の増加を目指

します。 

・配信メニューの見直し 

・平成３０年度末時点の登録目標 

：１３，０００人 

3 

市民文化会館自主

事業の充実 

（市民協働課 

市 民 文化 会館 担

当） 

・平成 32 年度に控える開館４０周年にふ

さわしい記念事業等の立案など、ソフト

事業の充実に取り組みます。 

 

・開館 40 周年記念事業の企画立案 

 

4 

人権・男女共同参

画施策の推進 

 

（人権・広聴相談

課） 

・伊勢原市人権施策推進指針(改定版)

及び第２次伊勢原市男女共同参画プ

ランに基づき、人権・男女共同参画に

関する意識啓発活動を進めます。 

・社会情勢を踏まえた講演会の企画及

び啓発活動の実施 

  人権啓発講演会 １回 

  男女共同参画フォーラム １回 

  人権啓発パンフレットの作成 １回 

 

5 

マイナンバーカード

の普及 

 

（戸籍住民課） 

・マイナンバーカードの普及・啓発はもとよ

り、戸籍住民課窓口において高齢者等

の申請を補助するなど、きめ細やかな

対応に努めます。 

・平成３０年度末時点のマイナンバーカ

ード交付目標：１６，０００枚 

 


